
全国教員柔道大会優勝報告 
 監督  池内隆英 

 
 平成２２年８月１日（日）山口県萩市立体育館において第３５回全国教員柔道大会が行われ、今

年度より全柔連主催の大会はＩＪＦ試合審判規定で行われました。決勝で東京都が三重県に勝ち、

３年ぶり２度目の優勝を成し遂げました。 
 選手は、先鋒：篠 崎  悠（國學院久我山高校） 

次鋒：野 瀬 光 洋（昭和第一学園高校） 
中堅：小 野 田  明 史（大成高校） 
副将：佐 藤 陽 介（高輪高校） 
大将：寺 島 光 済（保善高校） 

以上の５名の選手（先生）、今大会に臨みこの様な結果を得られたことは、大変うれしく思います。 
 １回戦は、愛媛県と対戦し２対１で勝利、続く２回戦は、兵庫県を４対０で、３回戦も大分県を

４対０で圧勝し、４回戦に臨みました。対戦相手は神奈川県で過去何回も入賞しているチームです。

１対１で代表戦となり最初からゴールデンスコアー方式の試合で行われ引き分けの者の中で本部

の抽選より副将の代表戦となり佐藤陽介選手が廣川充志選手を谷落しで技ありを取り代表勝ちで、

準決勝戦に臨む事となりました。対戦相手はやはり何度となく入賞をしている北海道を２対１で下

し、決勝戦では三重県を３対１で勝利し３年ぶり２度目の優勝を果たす事が出来ました。 
 この大会に臨むにあたって、選手たちの合同練習を国士舘高校岩渕先生のご好意により、インタ

ーハイ前、三冠を目指しているにも関わらず２日間も練習をさせた頂き感謝の極みです。また、イ

ンターハイでは国士舘高校が優勝し三冠を達成し、インターハイに於いては通算１０回目の優勝を

成し遂げています。 
各選手の先生方は日頃から各々学校において選手の指導共に学校教育の現場で「教育としての柔

道」を通して柔道に発展普及のため努められている先生方です。改めて敬意と賞賛を贈りたいと思

います。 
また、今大会には福田会長、関根専務の両名から大会会場まで来て頂き選手達を激励され感謝の

極みです。 
 最後に、東京都監督としての大役を果たせたことは、ご理解ご支援頂きました財団法人東京都柔

道連盟会長並びに執行部役員の諸先生方を始め、関係各位の皆様方に心より感謝を申し上げ、全国

教員柔道大会優勝報告とさせて頂きます。 
 

 



1回戦

先鋒 篠 﨑 悠  背負投 △ 河 野 聖 也
次鋒 野 瀬 光 洋 △ 優勢負け  近 藤 哲 平
中堅 小 野 田 明 史 × 引き分け × 樗 木 武 治
副将 佐 藤 陽 介 × 引き分け × 石 村 大 祐
大将 寺 島 光 済 〇 払い腰 △ 河 野 聖 也

2回戦

先鋒 篠 﨑 悠 ○ 送り襟絞 △ 髙 橋 慶 一
次鋒 野 瀬 光 洋  優勢勝ち △ 松 島 宗 平
中堅 小 野 田 明 史 × 引き分け × 榮 大 輔
副将 佐 藤 陽 介 〇 巴投げ △ 山 科 英 士
大将 寺 島 光 済  優勢勝ち △ 杉 浦 幹 浩

3回戦

先鋒 篠 﨑 悠 ○ 体落し △ 松 林 真
次鋒 野 瀬 光 洋  優勢勝ち △ 久 保 忠 和
中堅 小 野 田 明 史 × 引き分け × 中 山 淳
副将 佐 藤 陽 介 ○ 総合勝ち △ 阿 部 淳
大将 寺 島 光 済  優勢勝ち △ 古 宮 洋 人

準々決勝

先鋒 篠 﨑 悠 ○ 送り襟絞 △ 田 中 秀 昌
次鋒 野 瀬 光 洋 × 引き分け × 田 中 雄 士
中堅 小 野 田 明 史 △ 払い腰 ○ 徳 間 史 朗
副将 佐 藤 陽 介 × 引き分け × 廣 川 充 志
大将 寺 島 光 済 × 引き分け × 明 先 俊 太 郎

代表戦 佐 藤 陽 介  優勢勝ち △ 廣 川 充 志

準決勝

先鋒 篠 﨑 悠 ○ 背負投 △ 原 大 輔
次鋒 野 瀬 光 洋 × 引き分け × 三 澤 正 徳
中堅 小 野 田 明 史 △ 優勢勝ち  村 瀬 秀 行
副将 佐 藤 陽 介 × 引き分け × 田 崎 元 久
大将 寺 島 光 済 ○ 大内刈り △ 田 中 友 和

決勝

先鋒 篠 﨑 悠  優勢勝ち △ 山 崎 陽 祐
次鋒 野 瀬 光 洋 △ 優勢勝ち  稲 澤 真 人
中堅 小 野 田 明 史 × 引き分け × 堀 越 英 範
副将 佐 藤 陽 介  優勢勝ち △ 上 路 大 将
大将 寺 島 光 済  優勢勝ち △ 畑 中 健 司
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